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おいた知の源泉づくりを担う基盤としてオープンサイエンスが位置づけられ、具体的な目標と取組が掲げられた。そ
の過程と背景について解説する。
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掘調査の結果を報告する。研究の活発度の維持・上昇には、日々の研究時間に加えて、中期的な時間の確保も必要
である。

　客観的根拠（エビデンス）に基づく政策のためのデータ・情報基盤（第二回）
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　　  第 2研究グループ 総括主任研究官 富澤 宏之

　「大学・公的機関における研究開発に関するデータ整備」の中核となる「NISTEP 大学・公的機関名辞書」について、
収録する情報とその特徴、情報の追跡・収集方法、公開しているデータの内容について述べるとともに、その活用に
ついて、具体例を含め解説する。
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